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不適

交差点
安全進行

指定一時
不停止
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自
転
車
の
正
し
い
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う

　自転車の死亡事故を防ぐには、頭部を守ること
が最も重要です。「自転車安全利用5則」では、13歳
未満の子どもにヘルメットを着用させるよう求め
ていますが、頭部を守ることが大事なのは大人も
同じです。大人が率先してヘルメットを着用し、
子どものお手本となりましょう。
　また、65歳以上の高齢者の皆さんは自転車を利
用するときはヘルメットを着用するよう努めなけ
ればなりません。年齢を重ねると注意力や判断力、
運動能力の低下により転倒し、頭部を負傷するリ
スクが増えます。
　ヘルメットを購入する際は、試着して自分にあっ
たサイズを選ぶことが大切です。
　松原市では高齢者自転車用ヘルメットの購入費の
一部を助成しています。まだ自転車用ヘルメットを
お持ちでない人は、この機会に是非購入し、自転車
に乗る際はヘルメットの着用をお願いします。

▶対象　松原市に住所を有する65歳以上の人
▶助成費用　ヘルメット購入費の2分の1に相当す
る額（100円未満の端数がある場合はその端数を切
り捨てた額）ただし上限2,000円
▶対象ヘルメット　一般財団法人製品安全協会が
定める安全基準に適合しているもの（SGマークが
貼付されているもの）もしくはその他同等の安全基
準に適合しているもの
▶問合せ　市民協働課

「
Ｓ
Ｃ
マ
ン
ス
リ
ー
ま
つ
ば
ら
」は
、世
界
基
準
の

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り 

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
連
載
で
す
。

SC マンスリー
まつばら
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命を守るために、ヘルメットを着用しましょう

▼
問
合
せ
　
市
民
協
働
課

直通電話の記載のない部署・閉庁時は市役所代表　☎334−1550
市民協働課　☎337−3103

令和2年
自転車事故の違反割合

（出典：警察統計）

安全不確認
43%

動静不注視
26%

18％

1％1％1％

3％

※動静不注視とは、事故相手の存在
には気づいていたが、危険性を軽視
し、その動静の注視を怠ったこと。

 

令
和
2
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中
の
松
原
市
内
に
お
け
る
自

転
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故
は
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計
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１
３
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そ
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中
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と
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違
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自
転
車
は
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅

広
い
世
代
が
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用
す
る
便
利
な
乗
り
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で
す
。
し
か
し
、
自
転
車
運
転
中
の
な

が
ら
ス
マ
ホ
な
ど
で
注
意
力
が
散
漫
に

な
る
と
事
故
を
起
こ
す
可
能
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あ
り
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す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
配

送
や
健
康
管
理
目
的
な
ど
で
の
自
転
車
利

用
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
自
転
車
は
、
道
路
交
通
法
で
は
軽
車
両

に
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、「
車
の
な
か

ま
」
で
す
。
道
路
を
通
行
す
る
と
き
は
、

「
車
」と
し
て
左
側
通
行
す
る
な
ど
の
交
通

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
し
っ
か
り
守
り
、

心
・
時
間
に
ゆ
と
り
を
も
っ
て
正
し
い
運

転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
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